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系 8例。縮合障害を疑われたもの 1家系 2例。有機 
化障害 1例。先天性酸素異常は従来甲状腺腫性クレ
チン症の成因として知られているが，小児の euthy-
roid goiterの重要なる一因であることが判った。
甲状腺機能允進症と診断されたもの 11例。診断
には教室による血中 thyroxine量， Triosorb試
験， T3 Suppression testが有用であった。治療に
は抗甲状腺剤が極めて有力であり，治癒判定には
T3 Suppression testが有用であった。従来小児期
における甲状腺機能充進症は稀であるとされていた
が，小児甲状腺腫の中で重要なる位置を占めること
を知った。
追加中島博徳
慢性甲状腺炎が本邦思春期甲状腺腫の 1/3"，  1/4に
見られるということについては，われわれも驚いて
いる。本症が最近多くなったのか，または今まで、気付
かれなかったのか不詳だ、が，思春期性甲状腺腫を見
たら必ず本症を疑わねばならぬことを強調したい。 
16) 教室の血中 Corticoids簡易測定法の臨床応
用について
中島博徳・村田光範・中田益免・ 
0成瀬猛・久保政次
(千大，小児科〉
われわれは 3H-Prednisolone とレジンスポンジ
を用いた血中 Corticoidsの簡易測定法を開発した。
その原理は Prednisoloneに対する CBGと resin
の競合を利用するものであり，最近甲状腺簡易機能
検査として普及せる invitro 131I-T3 resin摂取率
(Triosorb test) と類似するものである。その測定
法などの基礎的問題については内分泌学会などに発
表してきた。本法には直接測定法と間接測定法の 2
法があるが，臨床的検査法としては間接法がより簡
便であり，特殊な場合を除いては間接法のみで十分
である。すなわち，被検血清 1ml に Resinsponge 
および 3H-Prednisolone を加え一定時間後上清を
Liquid Scintillation Spectrometerで測定， resin 
摂取率を算定する。 
今回は主として間接法の臨床応用の結果につき報 
告する。
血中 Corticosteroidsの測定はその dynamicな
評価に意義があるが，従来煩雑であった， 1)日内
変動， 2) ACTH test 3) Dexamethasone Sup-
pression Testなどは本法を用いて著しく簡便化さ
れた。
Cushing症候群， 甲状腺機能低下症， 充進症，
下垂体性小人症，肥満症，週期性幅吐症，ネフロー
ゼ，脳性麻痔，副腎ステロイド投与中の患者等につ 
いての検査成績をのべ， われわれの方法が routin
の副腎機能検査として優れたものであることを確認
した。
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本法は従来の化学的測定法にくらべはなはだ簡易 
な方法であるが高価な液体シンチレーション・スペ!
クトロメーターを使わねばならぬことが欠点であ
る。しかし将来は大病院では必らず備えられるよう
になると考えられるのでルチン化できると思う。 
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目的: 副腎皮質ステロイドの眼科領域における多
くの副作用の内，その局所投与による続発緑内障の
発生あるいは既存の原発緑内障の増悪が近年注目を
集めており演者等は前回本会のシンポジウムにおい
て報告した。しかしながら，ステロイド全身投与に
よる緑内障については従来わずかに数例の報告があ
るに過ぎず，不明の点が多い。われわれは最近 5才
の小児に見られた皮質ステロイド経口投与による急
性緑内障の一例を経験したので、報告し，さらに当教
室でわれわれの行なった実験的 betamethasone経
口投与に人眼房水動態に及ぼす影響についての研究
成績について述べたい。
症例:患者は  5才男子， リウマチ熱疑診につい 
て beramethasone 1日3"，  4mg経口投与  4日後
に急性緑内障を発症し，眼圧は 50mmHg台に上昇
した。ステロイド中止により眼庄のコントロールは
初めて可能になったが，ステロイド内服あるいは点
限により再び眼圧は著しく上昇し，房水流出率は低
下した。
実験成績:既知のステロイド点眼に大幅な眼圧  
上昇をもって反応する 6例 (steroidresponder)に
betamethasone 1日3mgを 2"，  3週間内服させ，
tonographyにより房水動態の変動を追跡したが，
眼圧，房水流出率，房水産生量の 3つの parame-
tersのいずれにおいても有意の変動を見なかった。
結論:全身投与により急激な眼圧上昇をきたし
た症例と実験的全身投与により眼圧の変動を認めな
かった 6例においていずれも局所投与に対する眼圧
の反応は極めて類似しているが，それにも拘わらず
